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近年，いわゆる社会システムの重要性が増し，企業 成すべき目標状態と現状の差異の解消を目的とする調

にも社会の中における整合性ある役割が求められてい 整機能については，システム論的記述を行なってい

る.いずれも人聞が介在するためつの入力作用に る.評価機能の側面からは，評価対象としてのシステ

対して，いくつかの異なった結果が得られる自律的行 ム，評価を行なう主体の両面から考察したあと，評価

動システムである.本書は，システム論の立場から， システムそのものについて，事前，同時，事後評価お

社会的集団に共通な特性を抽出して，この種のシステ よぴ評価のための情報のあり方について述べる.その

ムの概念を形成し，システムの構想，実現，運用，管 具体的応用例として 6 章で製造，販売，流通，廃棄

理，評価，改善までの幅広い過程を対象に，その一般 を含む生産システムを社会，自然系のなかで評価する

的方法をまとめたものである. 場合について評価項目群を示す.最後の 7. 8 章は，

全体は 8章で構成され 1.2 章のシステム開発論， 情報システム，マネジメント能力開発への適用を略述

システム概念が序論にあたる.本論は 3-5 章の自 ずる.

律的行動システムの概念，システム管理，システム評 本書の重点は，システム評価機能についてのシステ

価よりなり，時間とともにニーズが変り，かつ関与者 ム論的体系とその具体例にある.調整機能とともに，

が多いこの種システムに対しては，従来のシステム設 従来のシステム論で、弱くなりがちな面について，重要

計では，制作と実働の過程における自律機能の仕様お な課題を提起していると考える.

よび実働以後の問題についての考察が不十分であると (山下達哉 日本アイ・ピー・エム)
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この報告書は.ORの実践的教育に役立たせるため

データを収集し，その利用例を説明したものです.

ORの精神を体得するには，生のデータを収集して

解析する作業をしてみることがきわめて重要です.そ

れにもかかわらず，現状では手法の研究，体系化が進

んでいるのにくらべて，教育に利用できる形での生の

データは非常に乏しいといわざるを得ません.

50年 4 月から 51年 3 月にかけて，当学会の研究部会

を中心に組織した ORDP 委員会が. (財)情報処理研

修センターの委託を受けて，各種企業，団体，研究教

育機関の関係者の方々の協力のもとで，いろいろな現

実のデータを収集し，データライブラリを作成すると

ともに，その扱い方を研究し.ORの実践的教育に役

立つ材料を用意することを目的とする活動を行ないま

した.本報告書はその成果をまとめたものです.

当然のことですが，その磁気テープに収録されたデ

ータライプラリとその解説書も別途用意されています

1984 年 9 月号

ので，必要な方に提供できます.

報告書は，事例編とデータ篇からなっています.事

例編では. 14の事例が紹介されています.データ編で

は，諸官庁等から発表されている統計のうち，磁気テ

ープのデータライブラリに収録した基礎的で興味深い

ものの紹介となっています.
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